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平成２６年度宮崎県地域環境保全功労者等表彰 受賞者

１ 個人の部

関 順子 様 （延岡市）
せ き じゆん こ

土井 裕子 様 （延岡市）
ど い ゆ う こ

詠田 トキ子 様 （宮崎市）
な が た こ

以上 ３名

２ 団体の部

特定非営利活動法人 大淀川流域ネットワーク 殿 （宮崎市）
と く て い ひ え い り か つ ど う ほ う じ ん お お よ ど か わりゆうい き

一般社団法人 てるはの森の会 殿 （宮崎市）
い つ ぱ ん し や だ ん ほ う じ ん も り か い

家田の自然を守る会 殿 （延岡市）
え だ し ぜ ん ま も か い

ドリームフラワー 殿 （宮崎市）

社会福祉法人 五十鈴福祉会 いすず保育園 殿 （門川町）
し や か い ふ く し ほ う じ ん い す ず ふ く し か い ほ い く え ん

社会福祉法人 川水流福祉会 川水流保育園 殿 （延岡市）
し や か い ふ く し ほ う じ ん か わ ず る ふ く し か い か わ ず る ほ い く え ん

社会福祉法人 清武社会福祉会 清武中央保育園 殿 （宮崎市）
し や か い ふ く し ほ う じ ん き よ た け し や か い ふ く し か い き よ た けちゆうお う ほ い く え ん

以上 ７団体
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１ 個人の部

昭和50年より延岡市生活学校連絡協議会の活動に参

関 順子 延岡市 加。同年より延岡市主催の市民生活展にも参加。川島埋

様 立場にも約８年間通い、クリーンセンターと協働でゴミ

の分別に取り組む。平成7年にはゴミ減量対策委員に委

嘱され、ゴミの分別やリサイクル等の事業に取り組む。

また、廃傘の布でマイバッグを考案・作成する等、リ

サイクルや温暖化防止に関する啓発活動を実施。近年は、

県の地球温暖化防止活動推進員として、環境紙芝居の読

み聞かせや出前講座等を実施している。

平成5年から五ヶ瀬川の環境再発見をテーマとした
土井 裕子 延岡市 「リバーフェスタ」の実行委員や事務局に携わる。

様 平成14年3月に特定非営利活動法人「五ヶ瀬川流域ネ
ットワーク」を設立、国土交通省所管の河川学習館「リ
バーパル五ヶ瀬」の管理運営の委託を延岡市教育委員会
を経て受託。
流域単位の国土管理の実現を目指して、川の歴史や情

報の収集・発信、河川愛護への寄与、川や川を取り巻く
自然環境の再生復元活動、川を利用した環境教育等を実
施している。
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平成5～6年に宮崎で開催された「ごみフォーラム」に

詠田 トキ子 宮崎市 携わり、平成6年に設立した環境保全団体「みやざきエ

様 コネット」を母体に「ひむか菜の花ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」を立ち上

げ。

平成15年に市民団体「みやざきエコ会議」を設立し、

会長に就任。平成20年に同団体を「NPO法人みやざきエ

コの会」として法人化し、理事長に就任。平成22年から

は、同会で「こども５Ｒ学習事業」を実施。平成24～26

年には「九州市民フォーラム」を主催。

また、平成3年の県環境情報センターの設立時から運

営に携わるなど、長年にわたって本県の環境教育の普及

啓発に大きく寄与。

その他、環境省環境カウンセラー、県環境審議会委員、

県新エネルギー導入促進協議会委員、県環境保全アドバ

イザー、県４Ｒ推進協議会委員として活動している。
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２ 団体の部

特定非営利活動 宮崎市 住民や団体などと連携して大淀川流域の河川環境保

法人 大淀川流 全、川づくり、地域づくり及び川文化の向上の推進活動

域ネットワーク を幅広く実施。

殿 独自の水辺環境指標の作成・普及活動、児童や市民対

象の体験型環境学習会の開催、県内外の技術者の多自然

川づくり等に関する技術者研修会の運営も実施。

また、大淀川流域の日常的な環境に関する調査・研究、

流域交流のための事業、大淀川流域における川文化及び

川の利活用の振興のための事業等を実施している。

一般社団法人 宮崎市 平成17年に発足した自然林復元プロジェクト「綾の照

てるはの森の会 葉樹林プロジェクト」の事務局・窓口として活動。平成

殿 20年からプロジェクトの普及啓発、参画方法の提案を目

的とした「地域づくりワーキング」を実施。

平成22年に開始した「人と自然のふれあい調査」で綾

町の地域おこしに貢献。「国際照葉樹林サミット」を、

平成23年に綾町、平成26年に鹿児島県屋久島町で実施し、

九州の森林保護団体ネットワークの構築に貢献。

平成24年には綾のプロジェクトエリアを含む地域が

「綾ユネスコエコパーク」としてユネスコに登録され、

同プロジェクトの保護・復元の取組が評価された。
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家田の自然を守 延岡市 家田湿原を中心とした環境美化活動を、昭和60年代か

る会 ら家田地区住民の元で実施。

殿 平成13年に家田湿原が「日本の重要湿地五百選」、平

成21年に「宮崎県の野生動植物の重要生息地」に指定さ

れたことを契機として、平成22年に「家田の自然を守る

会」が設立。以後、本格的な美化活動を実施。溝さらえ

や草刈り、観察会、春先の野焼き、遊歩道の管理、立ち

木の間引き、特定外来種の駆除等を随時行っている。

ドリームフラワ 宮崎市 花と緑のボランティアとして担当エリアを決め、地域

ー 内の公園や公共施設周辺、公道沿いの草取り、水やり等

殿 を地域住民を中心として実施。

また、地域内を流れる青柳川周辺にて定期的にゴミ拾

いなどの清掃活動や、季節ごとに（年に3回、4、5カ所）

花の植栽を実施。

その他、市内外の視察を受けるなど、積極的な活動は

宮崎市の環境美化ボランティア活動の推進に寄与してい

る。
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社会福祉法人 門川町 平成17年度にエコ保育園として認定。

五十鈴福祉会 年間を通して、散歩・園外保育時のゴミ拾い、リサイ

いすず保育園 クル工作を行うほか、ペットボトルのキャップを回収し

殿 ワクチン推進活動を行う団体への提供を実施。

また、田植えや野菜作りを通した食育も実施。クール

ビズ・ウォームビスや標語を掲示する等、園児たちに「も

ったいない」を意識させる取組を行うほか、「園だより」

による地域住民への啓発活動も行っている。

社会福祉法人 延岡市 平成19年度にエコ保育園として認定。

川水流福祉会 お茶工場の見学や野菜作り・収穫等を通した食育を実

川水流保育園 施。また、近隣の店のゴミ箱への分別プレートの設置や、

殿 町内の公園のゴミ拾いを行う「クリーン作戦」を実施。

その他、ペットボトルのキャップ回収によるワクチン

提供活動への協力、リサイクル工作、廃油石けんを使っ

ての手洗い洗濯等を実施。

日頃から園児に節電・節水を意識させるとともに、こ

れらのエコ活動を保護者の前で発表するなど、園児の家

庭に向けて情報を発信している。
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社会福祉法人 宮崎市 平成19年度にエコ保育園として認定。

清武社会福祉会 年間を通じた野菜作りや清掃活動、プールの水の再利

清武中央保育園 用等を実施。

殿 また、家庭から持ち寄った廃材を使った親子制作会や

廃油キャンドルの製作・活用、ペットボトルのキャップ

回収によるワクチン提供活動への協力を実施。

エコにつながる講話を聞くなどの環境教育を実施し、

これらのエコ活動を保護者の前で発表、エコ情報として

発行するなど園児の家庭に向けて情報を発信している。


